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１ 学校評価委員会の実施内容 

（１） 第１回実施日時 令和７年６月２８日（土） 午前９時００分～午後１０時３０分 

・学校経営方針 

・授業参観     など 

（２） 第２回実施日時 令和７年１１月７日（金） 午前１０時００分～午後１１時１５分 

・授業参観 

・セーフティー教室参観  など 

（３） 第３回実施日時 令和８年２月１３日（金） 午前１０時００分～午後１２時００分 

・令和７年度学校評価アンケートの結果について 

・令和 8 年度の学校運営について    など 

 

２ 参加者 

第１回目：和田 茂   平野 幸恵   室井 理沙   稲葉 亮太郎   横溝 宇人 

第２回目：和田 茂   室井 理沙   稲葉 亮太郎  横溝 宇人 

第３回目：平野 幸恵  室井 理沙   稲葉 亮太郎  横溝 宇人 

 

３ 評価の結果等 

評価項目 

四者による学校評価アン 
ケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動 

の改善点 

学校評価委員会 

の意見 

Ⅰ学校全体について 

・学校の雰囲気、学習

環境、教職員の態度

などについて、家

庭・地域との連携、

地域人材活用など

について 

◎保護者は 93.3%、地域は

77.8%の肯定的評価であ

る。学校を訪れると先生

方の挨拶の声や子ども

たちの笑い声が聞こえ、

子どもたちも仲が良く､

元気で明るいと思う。先

生と保護者の風通しが

良く、地域と連携して子

どもたちの生活と成長

を見守っていただいて

いると感じている、との

意見があり、教職員の対

応については、概ね信頼

感を得られている。ま

・管理職は教職員の健康に

気を配り、教職員も心身

の健康に気を付けるよ

う努力していく。 

・学習や生活の充実が児童

の満足度につながるた

め、日々の授業の工夫や

友達との関わりなど、生

活の充実を図るととも

に、教員の指導力の向上

を目指していく。 

・児童が自己肯定感を得ら

れるよう、よさや成果を

認める指導ができるよ

うにしていく。 

・教職員の中に病休（メン

タルヘルス）が出なかっ

たのはよかった。 

・高学年教科担任制のメリ

ットを生かした体制の

充実がなされている。 

・課題をかかえている親子

に対して、スクールカウ

ンセラー、教育委員会、

法務関係の相談を活用

していく。カスタマーハ

ラスメントの運用は慎

重にする。伝家の宝刀と



た、日頃の学校の様子が

伝わるように周知でき

たことが要因と考えら

れる。 

⦿「学校生活が楽しい」の

項目については、概ね良

好である。様々な教育活

動を実施できたことが

要因と捉えている。反

面、一部の保護者からは

子どもの個性を認めて

ほしい、という意見もあ

り、教員間での理解を共

有していく必要がある。 

⦿教育活動全体の満足度

では、肯定的な評価が多

かったが、教育活動につ

いて、「判断できない」と

いう意見もあった。発信

の仕方を工夫する必要

がある。 

・引き続き、保護者、地域

の皆様からの満足感、信

頼感を得られるよう、ま

た、学校が大好きな子ど

もたちが増加するよう、

安定した学級経営・学校

経営を心がけ、子どもた

ちに寄り添いながら、教

育活動を工夫していく。 

・教職員間で特性のある児

童への理解の共有、周囲

との関わり方等、教員間

で情報共有し、対応して

いく。 

・教育活動を更に理解して

もらうために、情報の発

信を工夫して行う。 

して使うのは良いが、対

応は慎重にしていく。 

・教育活動について「判断

できない」という意見を

もっている保護者に対

して、学校公開も含めて

情報の発信は、学校とし

ては努力している。どう

したら「判断できる」の

か、地域や保護者からヒ

アリングをしていくと

よい。 

・個性と教育活動の満足度

はどこにあるのだろう

か。様々な保護者、様々

な教員がいる中で大変

だと思う。 

Ⅱ教育目標について 

・教育目標、時程、教

育内容全体につい

て 

◎年度初めの学校説明会

で明確に伝えているの

で理解できるとの意見

が多く、保護者の 91.6％

が肯定的評価であった。 

◎シンプルかつ、子どもた

ちの成長のために大切

な芯をついた目標であ

る。実態に沿って策定さ

れていると感じている。

地域に開かれ、地域に根

ざした学校だと感じて

いるとの意見があり、わ

かりやすい目標である

ことが分かった。 

●「明るい子」については

違和感を感じる。明るく

元気な子だけが良いと

は限らない、という意見

があった。 

・次年度も教育目標を教職

員が十分意識しながら、

子どもたちの実態や特

性を的確に把握し、保護

者・地域の方々の思いも

受け止めながら、保護者

会や学校だより等で情

報を発信していく。 

・「明るい子」に対して保

護者は、元気で活発な子

と捉えているようなの

で、社会の一員として、

規律を守り、多様性を尊

重しつつ、周りの人と調

和し、意欲的に交流しよ

うとする態度の育成を

目指していることを理

解してもらえるように

教育目標については、学

校では副文を付けて理

解してもらうようにし

ている。 

・区内の教育目標は大体同

じパターンである。戦後

にできた目標である。簡

単には変えられない。 

・教育目標を変えるのは難

しい。 

・教育課程に具体的な事例

を示し、保護者に伝えて

いく。 

・学校のスタンスを伝えて

いく。 

Ⅲ心の教育について 

・道徳科の授業の充

実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上

に向けた取組につ

いて 

 

◎心の教育の充実につい

て、83%が肯定的評価で、

概ね良好である。学校生

活で楽しく過ごせてい

ることが要因だと考え

る。 

◎児童が担任に困ったこ

とをすぐに相談できる

・「目黒区子ども条例」や

「めぐろ学校教育プラ

ン」等の趣旨を踏まえ、

「特別の教科 道徳」を

要とした学校の教育活

動全体を通じ、子どもた

ちが道徳的諸価値の理

解を基に自己を見つめ、

・「いじめの定義」は、い

じめられた方が「いじ

め」と捉えるといじめに

なる。 

・「心の教育の基盤は家庭

である。」と訴えていく。 

・なぜ、道徳の時間がある

のか。生活指導とは違



信頼関係があり、それが

一番いじめ防止につな

がっているとご意見を

いただいた。 

●小さなからかいや友達

同士の大小のトラブル

はあり、いじめ防止等

（未然防止・早期発見・

早期対応）に努めてほし

いというご意見があっ

た。 

⦿道徳授業地区公開講座

で授業参観を実施した

り、講話を開催したりと

学校では取り組んでい

るが、「分からない」と

いうご意見も多かった。 

物事を多面的・多角的に

考え、自己の生き方につ

いての考えを深められ

るようにする。また、「い

のち」「いじめ」「きま

り」という三つの視点を

重視した、道徳教育を推

進する。 

・子どもたちの心情に寄り

添うことを大切にし、学

校組織として、道徳教育

を充実させ、いじめの未

然防止の徹底に努めて

いく。 

・道徳授業地区公開講座を

通して道徳科の授業を

充実させていく。 

う。道徳は行動を通して

自分に捉えて考える。心

のビタミン剤を吸収す

る時間である。 

・道徳授業地区公開講座は

形骸化している。 

・日常の学校生活について

保護者にも考えてもら

う。保護者との相互理解

を深めていく。 

・「心の教育」の半分以上

は家庭の問題ではない

か。他者とどう接してい

くのかが心の教育であ

る。 

・地域の方をゲストティー

チャーとしてお呼びし、

「命の授業」をしてもら

うなどしていくことも

よい。 

Ⅳ学習指導について 

・学力の定着・向上に

向けた授業の改善・

充実、習熟度別指

導、マイタイム、主

体的に学習に取り

組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活

動、自然宿泊体験教

室、キャリア教育等

の充実について 

 

 

 

◎低学年は 91%、高学年は

93%の児童が学校の学習

が分かる、と回答してお

り、教科担任制や習熟度

別の算数の学習が成果

をあげている結果だと

思う。引き続き主体的に

学習に取り組む態度を

育てていきたい。 

◎児童はマイプラン、マイ

タイム、マイプラン学習

など、独自の取組のおか

げで、主体的に考え、学

ぶことができている、と

いうご意見をいただき、

継続してほしいとのご

意見があった。 

⦿職場体験等体験活動で

は、社会の仕組みや働く

人々の役割を実感的に

理解する機会となって

いる。自然宿泊体験教室

については、集団生活へ

の適応や基本的生活習

慣の定着、自立心や協調

性の育成に寄与してい

るため効果的である。児

童・保護者にとってはこ

れらの活動に大変肯定

的ではある。反面、見学

中心となり、学習として

・１単位時間を 40 分とし

て、40分授業午前５時間

制により時間割を編成

している。これにより、

授業時数の確保と放課

後の時間の有効活用を

実現し、授業改善を図

り、指導の効果を高める

とともに、指導の重点化

を図り、特色ある時間割

を活用したカリキュラ

ム・マネジメントをさら

に充実させていく。 

・毎週金曜日の６校時を第

３学年以上ではマイタ

イムの時間とし、個別学

習（自学自習タイム）や

個人探究（フリースタイ

ルプロジェクト）として

活用する。また、低学年

では午後に短時間学習

を設定し、自学自習タイ

ムにつながる、学習用情

報端末等を活用しなが

ら、「指導」→「評価」

→「振り返り」というサ

イクルでの基礎的・基本

的な学習の時間と FSPJ

につながる児童主体の

探究時間の時間として

活用する。 

・90%以上の児童が学校の

学習が分かる、という回

答は素晴らしい。学校の

教師の努力の積み重ね

である。 

・「マイタイム」「マイプ

ラン学習」は中目黒小学

校の特色ある教育活動

である。この取組は次の

学習指導要領に関わる

ので、是非、やっていく。 

・商店街へのお店体験等、

キャリア教育につなが

る良い取組である。地域

との協力をフィードバ

ックすることが大事で

ある。お礼の手紙を書く

などする。 

・学習用情報端末は子ども

の抜け道がある。予防策

を考える。ルールを破っ

て使うのか、ルールを守

って使うのか、学校とし

てルールを示していく。 

・情報モラルは引き続き根

気強くやっていく。 

・職場体験、自然宿泊体験



の深まりが十分でない

ことや、教員の業務負担

が大きいのが課題であ

る。 

⦿学習用情報端末の活用

について、肯定的意見が

多かった。反面、保護者

は紙媒体のドリルを使

ってほしいと思ってい

る。発達段階により紙媒

体のドリルを取り入れ

た。また、学習用情報端

末を学習以外の目的で

使用している事が多く、

困っている、との意見も

あったので、対応策が必

要である。 

・学力定着が不十分な児童

には、放課後の時間を有

効活用した「中目寺子

屋」で個別指導をし、定

着を図っていく。 

・自然宿泊体験教室では、

体験的な活動を重視する

とともに、学習活動のね

らいを明確にし、２ヶ年

の活動を系統的に捉え、

発展・充実を図る。 

・学習用情報端末の使用に

ついて、使うことが目的

ではなく、よりよい学習

を進めていくためのツ

ールの１つとして、効果

的に活用できるように

指導していく。 

・発達段階に応じて、学習

用情報端末と紙ドリル

等を使い分けている。継

続したい。 

等、外との刺激が多いの

は視野が広がって良い。 

・学習用情報端末は、家庭

の負担が減ったと思う。 

・学習用情報端末のモラル

について、楽しいことに

子どもは惹かれていく。

何か起きた時に教師や

親が対話できる関係性

を構築していくことが

大事である。 

・学習用情報端末を使って

の授業も大事だが、特に

低学年は鉛筆で書かせ

たい。学校では紙ドリル

との併用もしているよ

うなので、引き続き継続

してもらいたい。 

Ⅴ体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の 

促進に向けた取組

について 

 

 

⦿体育・健康教育に関して

全体的に肯定的評価で

ある。運動会を実施した

結果であると考える。し

かし、東京都統一体力テ

ストの結果をみると全

国平均を下回る項目も

あり、特に持久力が低い

ので、体力向上に向けて

体を動かす機会や取組

を増やしていきたい。 

◎歯科校医による「歯科指

導」がとても良い取組だ

という意見があり、継続

していく。 

●水泳指導が少ないと感

じているとのご意見が

あった。 

・個々の体力の向上のため
には、子どもたちが健康
の保持増進や体力の向
上に関心をもち、運動の
日常化を図ることが必
要であるため、児童一人
ひとりがめあてをもっ
て、自分の健康や体力向
上に進んで取り組むこ
とができる環境づくり
に努める。 

・東京都統一体力テストの
課題点として持久力が
低かったので、授業では
主運動の時間の確保を
行う。長縄集会、休み時
間での校庭・屋上遊びの
推進や言葉かけを継続
的に行い、運動能力・体
力の向上を図っていく。 

・高学年教科担任制を実施
しており、５・６年生と
もに、全学級を体育担当
の教師が指導している。 

・健康指導も充実できるよ
う、外部講師も活用しな
がら計画的に実施して
いく。 

・水泳指導に関しては、暑
さ指数（WBGT）の数値
の関係で実施できない
時もあったので、他行事
との兼ね合いを考え、水
泳指導期間を確保する。 

・東京都統一体力テストの

結果を年間指導計画に

反映していく。 

・歯科校医による授業の毎

年実施は良い。給食後の

歯磨きの日常化を検討

していく。 

・体力向上のためのゲスト

ティーチャーや外部指

導講師を年間の中で入

れていく。それにより、

児童の運動への意欲が

高まっていく。 

・水泳時間の期間を延長し

たのは良かった。 

・体力が違うと集中力が違

う。体力は何をするのに

も大事である。体育は走

るが全ての基礎になる。

走り方の基本を教えて

いってほしい。 

・長縄の取組はとてもよ

い。 

・体が強くないと、頭が働

かない。持久走をもっと

取り入れていってほし

い。 

・水泳は、屋根付きにでき

ないのか。屋内プールに

通えないのか。 



Ⅵ特別活動について 

・学校行事の充実、異

学年交流活動、クラ

ブ・部活動の活性化

などについて 

 

 

◎行事に関しては運動会、
学習発表会、学校公開な
ど、多様な行事があり、
充実していると感じて
おり、全校フェスティバ
ルは他学年との繋がり
が生まれ、とてもよい行
事だと思っている。ま
た、昔はなかったような
係活動やクラブ活動が
あり、おもしろく見守っ
ているとのご意見があ
り、87%が肯定的評価だ
った。 

●高学年の保護者より、月
に 1回しかないクラブ活
動の意義がわからない。
任意にして、早く帰宅さ
せてほしい。というご意
見もあった。 

・特別活動の充実について
は、教職員も課題意識が
あるため、クラブ・委員
会の指導や異学年交流
のもち方などの改善点
を踏まえ、来年度はさら
に教育効果が高まるよ
うな活動にしていく。 

・異学年交流については、
高学年をリーダーとし
てさらに主体的な活動
になるよう教職員の意
識を高めていく。 

・地域や保護者の人材等に
協力いただきながら、引
き続き、特別活動を進め
ていく。クラブの意義や
活動内容など、発信して
いき、理解をしてもらえ
るように努める。 

・保護者の肯定的意見を取

り入れて、現在の取組を

継続していく。 

・クラブ活動は続けていっ

てほしい。 

・否定的な意見は、主観的

意見であるので、取り入

れなくても良い。 

・地域人材を生かしてクラ

ブ活動をしていくのも

よい。 

Ⅶ学校生活全般につ

いて 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、い

じめや不登校の現

状と対応、教員の関

わり方、特別支援教

育への取組などに

ついて 

 

⦿学校生活全般について

の肯定的評価は、概ね良

好である。しかし、保護

者の方の中には、様々な

背景や価値観をもつ児

童を一つにまとめるこ

とが困難と感じている

方もいることが分かっ

た。 

◎副籍交流で特別支援学

校のお子さんとの交流

もあり、良い試みだと思

う。との意見があった。

交流に関しても肯定的

である。 

◎全体的に落ち着いてい

ると思う。中には落ち着

くことが難しい児童や

積極性に欠けてしまう

児童にも先生方が寄り

添っていて良い、との意

見があった。 

●「判断できる取組内容を

認識していない。」とい

う回答も多く、対応策が

必要である。 

・校則の見直しは、児童が 
自らの生活をよりよい 
ものにするという主体 
性を重視した取組を行う。 

・生活のきまりについて
は、子どもたちが安全で
安心して生活できるた
めのものであることを
理解させるとともに、生
活指導部会等で問題点
や課題点について検討
していく。 

・生活指導に関わる問題点
については、教職員内
で、確実に情報を共有
し、組織的に解決できる
ようにしていく。 

・生活指導部会で必要と判断
した児童については、個人
カルテを作成し状況を記
録し、定期的に担任が校長
に報告する。 

・不登校の予防・解消には、
担任が家庭との連携を図
り、情報を共有しながら児
童に寄り添っていく姿勢
で取り組み、適宜、家庭訪
問をする。また、相談機関
と連携したり、保護者と相
談したりしながら、学習の
保障に努めていく。さら
に、スクールカウンセラー
と連携して、保護者との面
談や当該児童との面談を
実施し、指導に生かしてい
く。 

・校則の見直しについて、

子どもたちと考える。そ

ういう場面をつくって、

子どもたちと一緒に取

り組んでほしい。 

・中目黒小学校の強みとし

て、素晴らしい特別支援

教育支援員、特別支援教

育コーディネーター、す

ずかけ教室の教員との

連携をしていってほし

い。 

・低学年の時、学校に来ら

れない子がいたが、学年

が上がるにつれて、行け

るようになった。という

話を聞いた。学校として

の取組はできることは

やっており、個別に対応

している。 

・DE＆I(多様性・公平性・

包括性)を推進していく。

学校は個性のまとまり

なので、まとめる時に大

変だと思う。先生方も新

しい知識を認識してい

ってほしい。 



＜防災教育・ 

安全指導＞   

・事故や災害に関す

る安全教育や情報

モラル教育の充実、

安全管理などにつ

いて 

◎安全教育について肯定

的評価は、概ね良好であ

る。引き続き、事故や災

害等について危機感を

もち、安全教育をより充

実させていく。 

◎学校は、防犯・防災への

意識付けと指導を細や

かにしている。避難訓練

の機会が多く、避難経路

などはよく理解してい

るとのご意見をいただ

いた。 

●避難所としての学校の

防災計画が定まってい

ない。本当に大きな災害

の時に備えての対策が

不十分である。 

◎事件・事故防止として、

警察や外部団体と連携

しての安全指導を実施

したのはよかった。 

・セーフティ教室、防犯教
育プログラムの実施、地
域安全マップづくり、防
災教育、「防災ノート」
「SNS 東京ルール」「東
京マイタイムライン」の
冊子を活用して知識と
判断力を身に付ける。 

・震災教育などをとおし
て、安全確保についての
実践力や規範意識を高
める。 

・地域との連携を図り、集
団下校訓練や引き渡し
訓練を実施する。 

・避難訓練時の設定につい
て、より実際の場面に近
く、なおかつ様々な場面
設定をし、児童自身に身
を守るための行動につ
いて考えさせる活動に
していく。 

・月に１度の安全指導につ
いて、年間計画を見直
し、児童が主体的に生活
安全について考えるこ
とのできる内容にして
いく。 

・地域の防災担当チーフと
連携して防災計画を立
てる。また、校内の避難
所の場所の確認をして
いく。 

・引き続き、行政や地域等
と連携しながら安全指
導を進めていく。 

・ゲリラ豪雨の時のマニュ

アルを作っておくと良

いと思う。情報収集をし

ていく。どう対応するか

を考えていってほしい。 

・実際に災害が起こったと

きの連絡手段として、

NTT の災害ダイヤル「１

７１」の訓練を学校でも

取り入れてほしい。 

・防災の専門家を呼んで、

学校公開の時などに親

子で防災を考える機会

を設けてもよい。 

・「避難所としての学校の

防災計画が定まってい

ない。」という意見に対

して、学校独自に考える

ことではない。地域の

「避難所運営委員会」の

運営に従う。 

・校内にある、防災倉庫の

場所や非常警報装置等

を確認しておく。 

＜幼・保・小・中連携＞  

・中学校や同じ中学

校区の小学校との

連携について 

・近隣の幼稚園・保育

園との連携につい

て 

 

 

 

 

 

⦿小・中の連携や交流は、

中学校の先生が授業を

実施し、めぐろ子どもい

じめ会議への５年生の

参加、中学生の職場体験

等、様々な連携や交流を

計画的に実施している

が、保護者の中には「実

際に何をしているか、よ

く分からない」というご

意見が多かった。 

●コロナ禍前に実施して

いた幼稚園・保育園の学

校見学や交流が、そのま

ま途切れているので、幼

保小の交流も計画的に

実施していく必要があ

る。 

・年 3 回の｢小・中連携の
日｣を通して、目黒中央
中学区の５校が主体的
に学び合う子どもの育
成をしている。引き続
き、保護者や地域に伝え
ていく。 

・中学生の職場体験教室も
引き続き受け入れる。 

・保護者への情報が伝わっ
ていないことが想定さ
れるので、本校の教育活
動について広く伝えて
いく必要がある。 

・「幼保小の連携」に関して
は、低学年と地域の幼・
保との関わりの場や５
年生と年長児との交流
の場を設定したり、行事
などでの交流をしたり
していく。 

・小中の連携は大事だと思

うので、引き続き取り組

んでいく。 

・幼保小との交流は小１プ

ロブレムとの兼ね合い

もあるので、とても大事

な事である。ぜひ、取り

組んでほしい。 

・引き続き情報発信は行っ

ていく。 

・学校での情報発信はきち

んとやっていると思う。 



Ⅷ情報の発信、家庭・ 

地域との連携につ 

いて 

・学校の情報発信の

充実について 

 

◎「学校が情報を分かりや

すく伝えている」の肯定

的評価は、概ね良好であ

る。C4th Home＆School

や学校ホームページ等

でこまめに発信できた

ことが要因と捉えてい

る。 

◎学校長の「学校日記」（学

校ホームページ）で、

日々のタイムリーな様

子がよく分かるように

なった。 

◎C4th Home＆School で

の担任との連携がスム

ーズにできてよい。 

●C4th Home＆School の

配信通知数が多すぎる

というご意見もあった。 

・引き続き、学校だよりや

学級だより、C4th Home

＆School 等で、こまめに

情報を発信していき、随

時学校の情報を伝える

ようにしていく。 

・より具体的に学校の様子

を伝え、児童の様子を知

ってもらうようにする。 

・特に朝、教員が忙しくて、

C4th Home＆School の

既読を付け忘れ、保護者

から電話がくることが

あったので、返信・既読

など必ず対応するよう

にしていく。 

・中目黒小学校の情報発信

の取組は、学校の様子が

分かって地域や保護者

にとっては良い。 

・発信するときの「重要度」

を付けて工夫して発信

するのがよい。 

・「情報発信の多過ぎる。」

という意見に関しては

特に問題がないと思う。 

・引き続き、随時、情報発

信を行う。 

 

Ⅸ教員の人材育成に 

ついて 

・日常の職務をとお

して専門性と協働

性の育成、教育公務

員としての自覚に

ついて 

 

 

◎教員の回答は 100%が肯

定的で、自覚をして取り

組んでいる。若手教員が

増えている中、指導技術

を継承していくために、

OJT の機会を充実させ

てきたことが要因と捉

えている。 

◎校内研究が充実してお

り、互いに学び合いがあ

り、深まったと捉えてい

る。 

・引き続き、教育公務員と

しての自覚を維持し、授

業力向上、服務事故防止

に努めるとともに、児童

育成のために日々研鑽

を積むことができるよ

う、OJT の機会を充実さ

せていく。 

・高学年での教科担任制を

より活性化し、人材育成

にも活用していく。 

・校内研究が大変充実して

いる。校内の先生方にも

刺激を与えているので

はないかと思う。ぜひ、

次年度も頑張ってほし

い。 

・先生方には感謝してい

る。日々、努力している。

子ども一人ひとりをよ

く見ている。 

・今後も OJT の充実をし

ていってほしい。 

Ⅹ教員の働き方改革 

について 

・校務支援システム

の活用、「チーム学

校」を意識した業務

分担等、組織的な業

務の効率化・最適化

について 

 

 

⦿ C4th Home＆School や
留守番電話機能の導入
により、連携しやすいと
のご意見をいただいた。
便利になった反面、保護
者への返信に時間がか
かることが考えられる。
データ活用やタイムマ
ネジメントなどには、ま
だ課題があるのが要因
と捉えている。 

◎都や区から「働き方改
革」についての推進に関
する周知がなされてお
り、理解が深まり浸透し
たと捉えている。 

⦿教員間で業務分担、組織
的な業務の効率化・最適
化 は で き て い る が ､
年々、保護者対応で時間
を取られることが多く
なってきた。改善が必要
である。 

・教員が、困り感や悩みを

抱え込むことなく、特別

支援教育支援員や関係

諸機関、地域などと協力

し合い、学校の中だけで

なく、チームで解決して

いく。 

・業務の引き継ぎ・役割が

十分機能するような配

置や分担を細かく決め

て働き方改革につなげ

ていく。 

・ＰＤＣＡに努めるととも

に、業務の効率化・最適

化を意識して職務を遂

行していく。 

・教育活動のＤＸ化を積極

的に推進していく。 

・教員の働き方改革につい

て、「長く働いているこ

とが良い。」ではなく、

効率的に働くように、長

時間仕事をしている教

員には面談などしてい

く。 

・留守番電話が保護者対応

にとって有効な取組と

なっていると思う。 

・時間を短く成果を上げ

る。 

・先生方のメンタルを強化

してほしい。倒れないよ

うに願っています。 

 



ⅩⅠ服務事故の防止

について 

・服務事故防止に向 

けた取組などにつ

いて 

◎教員の回答は 100%が肯

定的で服務事故防止に

ついて自覚をもって取

り組んでいる。 

・年 2 回の服務事故防止研
修を実施し、服務事故防
止に努める。 

・服務事故防止のスローガ
ンを職員室の目立つと
ころに数枚掲示したり、
服務事故防止研修を実
施したりしている。ま
た、都から配信されてい
る「ふくむニュース」を
都度教員に周知してい
ることで、良い効果をあ
げていると捉えている。 

・個人情報の取り扱いにも

気を付けていってほし

い。 

・服務事故防止の研修は大

事だと思う。「全てを失

う」ということを、伝え

ていく。 

 

 

 


